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第３回南陽市教育委員会会議録 

                     日時：令和７年３月１８日（火） 

                        午後２時００分～３時４０分 

場所：南陽市役所 庁議室 

出席者 

一 番 山 岸 俊 道 二 番 鎌 田 一 郎 

三 番 池 田 めぐみ（欠席） 四 番 相 澤 裕 子 

説明のため出席した職員 

管理課長      鈴 木 博 明  学校教育課長    佐 野 浩 士 

社会教育課長    大 沼 清 隆  史跡文化主幹    角 田 朋 行

管理課長補佐    小 林 宏 明  学校教育課長補佐  志 賀 俊 介 

学校教育課指導主査 髙 橋 栄 介  職務のため出席した職員 佐 藤 光 緒 

 

議 事 日 程 

開  会 

日程第 １  会議録署名委員の指名 

日程第 ２  会期の決定 

日程第 ３  報第 １ 号 南陽市立小中学校及び幼稚園の学校医、学校歯科医、学 

校薬剤師の委嘱について 

日程第 ４  議第１１号 令和７年度南陽市職員の人事について 

日程第 ５  議第１２号 南陽市立小学校、中学校通学区域に関する規則の一部を 

改正する規則の制定について 

日程第 ６  議第１３号 南陽市教育研究所の運営に関する規則の一部を改正する 

規則の制定について 

日程第 ７  議第１４号 南陽市教育相談室「クオーレ」設置要綱の設定について 

日程第 ８  議第１５号 南陽市文化センター条例施行規則を廃止する規則の設定 

について 

日程第 ９  議第１６号 宮内地区交流センター設置及び管理に関する条例施行規 

則の制定について 

日程第１０  議第１７号 南陽市部活動改革検討委員会設置要綱の一部を改正する 

要綱の制定について 
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日程第１１  議第１８号 南陽市社会教育委員の委嘱について 

日程第１２  議第１９号 南陽市公民館館長の任命について 

日程第１３  議第２０号 南陽市立図書館長の任命について 

日程第１４  議第２１号 南陽市立図書館協議会委員の委嘱について 

日程第１５  議第２２号 南陽市スポーツ推進委員の委嘱について 

日程第１６  議第２３号 南陽市文化財保護審議会委員の委嘱について 

日程第１７  議第２４号 南陽市スポーツ推進審議会委員の任命について 

日程第１８  議第２５号 南陽市夕鶴の里運営協議会委員の委嘱について 

日程第１９  議第２６号 南陽市夕鶴の里館長の任命について 

日程第２０  諸般の報告 

日程第２１  業務報告 

          （１）管理課  （２）学校教育課  （３）社会教育課 

そ の 他 

       （１）連絡事項  

次回定例教育委員会 令和７年４月２４日（木）午前１０時 

閉  会 

 

開 会 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名 

 教育長が山岸俊道委員と相澤裕子委員を指名 

 

日程第２ 会期の決定 

 教育長が会期を本日１日限りとすることを決定 

 

日程第３ 報第１号 

南陽市立小中学校及び幼稚園の学校医、学校歯科医、学校薬剤師の委嘱について 

・学校教育課長が資料に基づき、南陽東置賜地区医師会、薬剤師会、歯科医師会等に 

それぞれ依頼の上選出していることを説明 

 

（原案のとおり承認） 
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日程第４ 議第１１号 令和７年度南陽市職員の人事について 

・事務局職員の退出後、教育長が教育委員へ人事について報告 

 

日程第５ 議第１２号 

南陽市立小学校、中学校通学区域に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

・学校教育課長が上記規則の改正について説明 

・荻小学校の閉校に伴い、通学区域に関する別表中の荻小学校の欄を削除する。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第６ 議第１３号 

南陽市教育研究所の運営に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

日程第７ 議第１４号 

南陽市教育相談室「クオーレ」設置要綱の設定について 

・学校教育課長が上記規則・要綱について説明 

・南陽市教育研究所は、教育に関する調査研究、教育の振興を図ることを目的として 

設置されている。 

・教育相談室「クオーレ」が教育研究所内の組織から教育委員会事務局直轄の組織に 

移行することを説明 

・南陽市教育研究所の運営に関する規則から、教育相談室に関する記載を削除する。 

・南陽市教育相談室「クオーレ」設置要綱を新たに定めることで、内容は今までと変 

わらないこと、「クオーレ」の位置付けをより明確化し学校教育課としての施策の 

充実を図りたいことを説明 

 

鎌田委員 

・「クオーレ」のスタッフの人数は変わらないのか。 

⇒学校教育課長：スタッフの人数は変わらず、常時２名が相談室に入れるような体制 

を取っている。 

鎌田委員 

・学校教育課全体の予算削減にはならないのか。 
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⇒学校教育課長：予算増加は難しいが、学習支援員・スクールソーシャルワーカー・

「クオーレ」の指導員等の人件費は削減されないように要望している。 

休校となる中川小学校に配置されていた指導員は削減せず、別の学校に配置するよう

議会に諮ったところである。 

相澤委員 

・３月議会で挙がった令和７年度予算のうち、引きこもりや不登校にかかるアウトリ 

ーチ支援の予算は「クオーレ」と関連があるのか。 

⇒学校教育課長：該当予算は、福祉課の義務教育段階を終えた子供の引きこもり対策 

等の支援のものである。 

鎌田委員 

・今回のシステム変更のメリットは何か。 

⇒学校教育課長：メリットとしては、教職員数の減少による教育研究所運営の課題を

改善するため教育研究所の組織をスリム化させることと、教育相談室の機能を独立さ

せ教育支援センター的な機能を充実させることの２点が挙げられる。 

鎌田委員 

・「クオーレ」と小中学校との関わりをより充実させるのではなく、今までどおりと 

いうことでよろしいか。 

⇒学校教育課長：より充実させていきたいと思っている。 

今年度の「クオーレ」事業では、学校へ「クオーレ」の先生方に出向いてもらった

り、保護者の方への広報を工夫したりすることで、利用者が増加したことから、今年

度の取り組みは一定の効果を上げていると考えており、より充実させた施策として取

り組んでいく予定である。 

鎌田委員 

・具体的な改善策やプラスになる要素はあるのか。 

⇒学校教育課長：予算や場所の拡大は予定していないが、市民の方への説明や学校と 

の連携を強化したいと考えている。 

鎌田委員 

・一般市民への周知の難しさを感じている。 

・現状のスタッフや対応を維持した上で充実させるという発想を組織改編で対応した 

という解釈でよろしいか確認したい。 
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⇒学校教育課長：組織改編の目的は、教育委員会の考えをより学校や市民の方に明確 

に示すことである。 

予算や場所は変わらないが、家から出られない子供たちの学びや生活リズム改善に効 

果があり、内容の充実を図る必要があると考えている。 

鎌田委員 

・現状の体制で子供への対応は十分であると認識しているということでよろしいか。 

⇒学校教育課長：「クオーレ」だけではなく、校内支援センター、スクールサポート 

スタッフ、スクールソーシャルワーカー、家庭支援、医療福祉等、様々な分野から不 

登校支援を行っている。 

指導係の取り組みにより工夫の効果が表れていることも踏まえて、「クオーレ」を今

後も積極的に活用していきたい。 

相澤委員 

・「クオーレ」の利用者が増えていることは周知が進んでいることの証だと思う。 

・不登校児童増加の現状を受け、意識としてどうやったら前へ進めるかを考えるよう 

になっているのではないかと推測している。 

鎌田委員 

・実績や成果のアピールが難しいが、市民の方により周知されるべきだと思う。 

相澤委員 

・市民だけでなく、幼児教育関係者にも周知が必要だと思う。 

・幼児教育機関では、職員不足等により障害児の受け入れが困難なケースが見られ、 

周知が進んでいないことが考えられることから、すこやか子育て課との更なる連携 

強化が求められるのではないか。 

 

相澤委員 

・障害児者機関相談支援センター設置に関連して、義務教育終了後の不登校や引きこ

もり対策における他の課との連携はどうなっているのか。 

⇒学校教育課長：幼児施設との連携について、現在はすこやか子育て課と連携し、障 

害児への引き継ぎや適正な就学場所等の保護者面談を行っている。 

義務教育終了後は学校教育課での追跡は行わないが、福祉課と連携し意見交流を行う 

ことが増えている。 

 

（原案のとおり承認） 
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日程第８ 議第１５号 

南陽市文化センター条例施行規則を廃止する規則の設定について 

日程第９ 議第１６号 

宮内地区交流センター設置及び管理に関する条例施行規則の制定について 

・社会教育課長が上記規則について説明 

・宮内公民館が宮内地区交流センターへ移転することに伴い、南陽市文化センターを 

閉館し、規則を廃止する。 

・宮内地区交流センターの設置及び管理に関する条例の施行について、施設の開館時 

間や休館等の基本的な運営に関する情報、施設使用時の具体的な手続きや申請様式 

等必要な事項を規則で定める。 

 

鎌田委員 

・規則に記載のないコンセントや暖房等の細かい部分は別の定めがあるのか。 

⇒社会教育課長：別の規則で定められた共通のものを適用する。 

鎌田委員 

・細かい部分は公民館で自由に決められるということでよろしいか。 

⇒社会教育課長：元々の規則の対象範囲内であるため、それに倣って行う。 

鎌田委員 

・細かい部分の要望は誰にすれば良いか。 

・暖房費を安くしてもらえないか、特に高齢者の方から要望が出ている。 

⇒社会教育課長：暖房費等の実費徴収について、必要経費であるため何とかお願いし 

たいというのが現状である。 

公民館の中では比較的安価であると考えているが、要望については検討する。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１０ 議第１７号 

南陽市部活動改革検討委員会設置要綱の一部を改正する要綱の制定について 

・学校教育課長が上記要綱について説明 

・部活動改革の推進と充実を目的として検討委員会を設立し、スポーツ・文化芸術関 

係組織、団体の代表、保護者代表、小中学校長等１４名の委員で構成されている。 
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・要綱第５条の委員の任期について、「令和７年３月３１日まで」から「令和９年３ 

月３１日まで」に延長する。 

・検討委員会を中核に議論を重ね部活動改革に取り組んできており、具体的な成果と 

しては、当初３種目３団体だったモデル種目・地域クラブ化の取り組みが、２年間 

で１０種目１１団体に拡大したことが挙げられることを説明 

・コンディショニングやカローリング、空手等、部活動として設置されていない種目 

についてもクラブ化が進んでいることを説明 

・地域クラブや社会教育団体等の情報を掲載した冊子を作成した。 

・令和７年度は国の補助を活用し、モデルの拡大やクラブの充実、費用負担の検証、 

指導者の研修、新たな受け皿の創出、理解促進、施設利用のシステム整備等、包括 

的な取り組みを行い、部活動の地域展開を図っていくことを説明 

 

鎌田委員 

・議論されているのはあくまでも休日の部活動という認識でよろしいか。 

・部活動改革の進捗状況は順調であるという認識でよろしいか。 

⇒学校教育課長：いずれも認識のとおりである。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１１ 議第１８号 南陽市社会教育委員の委嘱について 

・社会教育課長が、南陽市社会教育委員に関する条例に基づき、任期満了となる１０ 

名を再任することを説明 

・委員の選任は学校教育関係者、社会教育関係者、学識経験者から行われ、充て職に 

ついては今後の人事異動で別途委嘱される可能性があることを説明 

・任期は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年間となる。 

 

相澤委員 

・南陽市社会教育委員の仕事内容はどのようなものか。 

⇒社会教育課長：具体的な職務としては、社会教育法に記載のとおり、社会教育計画 

の立案や教育委員会の諮問への対応、必要な研究調査の実施等が挙げられる。 

年に１回、社会教育委員会で活動状況等を報告している。 
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鎌田委員 

・社会教育委員会の開催頻度はどのくらいか。 

⇒社会教育課長：案件があれば開催されるが、現状では最低でも年に１回開催し、状 

況報告等を行っている。 

相澤委員 

・社会教育委員と教育委員会の連携として、年に１回のみで問題ないのか。 

⇒社会教育課長：教育委員会が最高意思決定機関であり、社会教育委員は教育委員会 

が専門的な知識を必要とする際に相談を受ける立場であることから、社会教育委員と 

の連携に制限があるわけではないが、それぞれの立場が異なることについては認識し 

てほしい。 

鎌田委員 

・社会教育委員はほとんど充て職なのか。 

⇒社会教育課長：認識のとおりである。 

鎌田委員 

・社会教育の重要性を考えると、議論や社会教育委員会をより積極的に行うべきだと 

思う。 

・年に１回の社会教育委員会では特に発言等がないのではないか、また形骸化してい 

るのではないか。 

⇒社会教育課長：実際、社会教育委員会では多くの意見が出されているため、良い機 

会となっているのではないかと思う。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１２ 議第１９号 南陽市公民館館長の任命について 

・社会教育課長が、南陽市公民館条例に基づき、公民館館長の任命を行うことを説明 

・赤湯公民館長は新任、その他の公民館長は再任であることを説明 

・任期は令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの１年間となる。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１３ 議第２０号 南陽市立図書館長の任命について 

・社会教育課長が、南陽市立図書館条例に基づき、図書館長の任命を行うことを説明 
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・これまで赤湯公民館長が図書館長を兼務しており、今回も同様とすることを説明 

・任期は赤湯公民館長と同様、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの１年 

間となる。 

 

鎌田委員 

・南陽市立図書館の利用状況について教えてほしい。 

⇒社会教育課長：図書館の利用状況は、コロナ禍で大きく減少したものの、令和５年 

度にはほぼ回復し、令和６年度も増加傾向にある。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１４ 議第２１号 南陽市立図書館協議会委員の委嘱について 

・社会教育課長が、南陽市立図書館条例に基づき、任期満了となる４名を再任するこ 

とを説明 

・委員の選任は学校教育や社会教育関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、 

学識経験者から行われ、図書館運営に関する館長の諮問に応じ、図書館方針につい 

て意見を述べる役割を担うことを説明 

・任期は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年間となる。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１５ 議第２２号 南陽市スポーツ推進委員の委嘱について 

・社会教育課長が、スポーツ基本法に基づき、スポーツ推進委員を委嘱することを説 

 明 

・金山地区スポーツ推進委員の欠員を補充することを説明 

・任期は残任期間の令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの１年間となる。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１６ 議第２３号 南陽市文化財保護審議会委員の委嘱について 

・史跡文化主幹が、南陽市文化財保護条例に基づき、任期満了に伴い、新任１名と再 

任５名の計６名を委嘱することを説明 
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・任期は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年間となる。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１７ 議第２４号 南陽市スポーツ推進審議会委員の任命について 

・社会教育課長が、南陽市スポーツ推進審議会に関する条例に基づき、任期満了とな 

る８名を再任することを説明 

・委員の選任は市議会の議員、関係行政機関の職員、社会教育団体の役員、スポーツ 

に関する学識経験を有するものから行われ、充て職については今後の人事異動で別 

途委嘱される可能性があることを説明 

・任期は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年間となる。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１８ 議第２５号 南陽市夕鶴の里運営協議会委員の委嘱について 

・史跡文化主幹が、南陽市夕鶴の里設置条例に基づき、任期満了に伴い、６名を再任 

することを説明 

・任期は令和７年４月１日から令和９年３月３１日までの２年間となる。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第１９ 議第２６号 南陽市夕鶴の里館長の任命について 

・史跡文化主幹が、南陽市夕鶴の里設置条例に基づき、１名を再任することを説明 

・令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの１年間となる。 

 

（原案のとおり承認） 

 

日程第２０ 諸般の報告 

教育長より報告 

・南陽市社会教育委員会について 

２月２６日に行われ、小中学校校長会、連合婦人会、市の芸術文化協会、青少年 

育成推進委員会、スポーツ協会、スポーツ推進委員協議会、学識経験者等の代表 
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者が出席したことを報告 

社会教育課から今年度の事業総括、各委員から所属団体の活動報告が行われたこ 

とを報告 

・南陽市議会（３月定例会）について 

 ３月３日より開会されたことを報告 

一般質問では、茂出木純也議員より部活動の地域移行の周知状況と今後の展望に 

ついて、大友太朗議員より伝統文化の担い手不足の現状把握や調査、地域文化財 

の活用や保管対策についてそれぞれ質問があったことを報告 

予算特別委員会では、小中学校の語学指導助手 (ＡＬＴ) 配置事業、南陽市と日 

本体育大学との協定に基づく部活動強化の取り組み、結城豊太郎記念館３０周年 

記念事業、市民図書館、長岡南森遺跡等について質問があったことを報告 

・南陽市交通安全母の会・南陽地区交通安全協会からのランドセルカバー及び交通 

 安全下敷きの贈呈式について 

３月７日に行われ、交通安全母の会の伊藤会長と交通安全協会の小関会長より、 

教育長が代表で受け取ったことを報告 

ランドセルカバーの贈呈は子供の自覚とドライバーの安全意識向上につながる素 

晴らしい取り組みだと思う。 

・南陽さわやかワインマラソン大会の実行委員会について 

  ３月１２日に開催され、令和６年度の第２５回記念大会について、ゲストチーム 

の招待や多くの参加者があったこと、ハーフコースにエイドステーションが設置 

されノンアルコールワイン等が提供されたことを報告 

令和７年度の第２６回大会は基本的に第２５回大会と同様の内容で行うとの提案 

があり、開催期日は例年どおりスポーツの日に決定したが、スポーツの日は三連 

休の最終日となっており、参加者を増やすには連休の２日目の方が良いのではな 

いかという意見もあるため、今後は参加者アンケート等を参考に、令和８年度以 

降の開催期日を検討していくことに触れた。 

 

日程第２１ 業務報告 

管理課長、学校教育課長、社会教育課長、史跡文化主幹より報告 

各課の議案書資料に基づき、業務報告を行った。 
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 卒業式について 

 鎌田委員 

 ・市内小学校の卒業式に出席したが、スリム化・簡素化されていたことを受けて、 

市内小中学校の卒業式全体の傾向はどうなっているのか確認したい。 

⇒学校教育課長：コロナ禍の頃は人数制限等式典について各校へ伝えていたが、コ 

ロナ禍以降は、コロナ禍前に戻す、新たな工夫を取り入れる等様々で、在校生は全 

員出席するようになったと認識している。 

鎌田委員 

 ・出席した卒業式では、来賓の方の挨拶や児童の答辞・送辞がなく、来賓の方も数 

名のみだったことに驚いた。 

・スリム化・簡素化が進む中で、行事を開催する本来の目的を見失っているのでは 

ないか、市内全体で同様の傾向が見られるのではないかと心配している。 

 山岸委員 

 ・自分が出席した卒業式では、呼びかけや歌声があり、特に司会を務めた教務主任 

の先生の涙を流す姿が感動的だった。 

・一方で、来賓の方の約３分の１が欠席していたことや、式典中の来賓の方の私語 

等が気になった。 

 相澤委員 

 ・自分が出席した卒業式では、卒業生の人数が少ないながらも来賓の方の数の多さ 

に驚き、在校生や保護者、先生方の涙やＰＴＡ会長の挨拶もあり、温かい雰囲気 

の卒業式だった。 

鎌田委員 

 ・当該卒業式でも呼びかけや歌はあったが、温かい雰囲気は感じられなかった。 

・行事が減ったり簡素化が進んだりする中で、行事に真摯に取り組むことへの嫌悪 

感が生まれているように感じるが、入学式や卒業式は特別な行事であるため、心 

を込めて準備し、良い時間を作ってほしいと願っている。 

⇒教育長：コロナ禍の影響で行事の簡素化の動きが加速しており、以前の状態に戻 

そうとしているものの、働き方改革もありなかなか実現できていない。 

相澤委員 

 ・鎌田委員が感じた違和感は、子供たちや保護者の方にも少なからずあると思う。 

・ある中学校の卒業式では、先生から生徒や保護者の方へ感謝の言葉を伝える際に 

 クラスごとに差があったという話を聞いた。 
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 鎌田委員 

・歌声や挨拶等本来の活気が感じられず、子供たちの表情も暗くて心配である。 

相澤委員 

・自分が卒業式に出席した学校では、卒業式前日に掃除等のボランティア活動が行 

われたが、学校の卒業生等が多く参加したということだったので、このような取 

り組みを他の学校にも広めてほしい。 

⇒教育長：出席者全員が温かい気持ちになれる雰囲気作りが大切だと感じた。 

出席した市内小学校の卒業式では、全校児童が揃い非常に雰囲気の良い卒業式だっ 

たと感じており、ＰＴＡ会長から今年度退職される校長先生へ手作りの卒業証書を 

手渡していたことが印象的だった。 

 鎌田委員 

・市内中学校の卒業式の会場で、式典が始まってからジェットヒーターが消えてし 

まい寒かったとの話を聞いた。 

・卒業式の雰囲気に関わる可能性があるため、寒さ対策をしてほしい。 

 

その他（１）連絡事項 

次回定例教育委員会について管理課長補佐より連絡 

 

文書「令和７年度に開催される会議日程」について 

 ・学校教育課長補佐より、令和７年度の教育委員・教育長研修会が７月１１日に福 

島県いわき市で開催されるため、教育委員へ出席を依頼 

 

閉 会 

教育長が令和７年３月１１日付け南陽市教育委員会告示第４号をもって招集した第

３回南陽市定例教育委員会の閉会を宣言 

 

 

 

 

 

 

 


